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会社概要

1

企業情報

グループ組織体制
2022年3月末日現在

商号 萩原電気ホールディングス株式会社

所在地 〒461-8520  名古屋市東区東桜二丁目2番1号

代表者名
代表取締役会⻑  岩井 三津雄
代表取締役社⻑  ⽊村 守孝

創業 1948年3月31日

資本⾦ 4,361,243,696円（2022年3月末日現在）

従業員数 連結︓609名（2022年3月末日現在）※臨時従業員を除く

事業内容
電⼦デバイスおよび電⼦機器の販売ならびにFA機器の製造販売を⾏う
グループ企業の経営戦略策定および管理

⼦会社
萩原エレクトロニクス株式会社
萩原テクノソリューションズ株式会社
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1948年 萩原電気工業社を創業
1956年 日本電気株式会社と販売特約店契約を結び、

電⼦部品を販売する卸部門を新設

1981年 名古屋工場（現日進事業所）を愛知県愛知郡日進町
（現愛知県日進市）に移転

1993年 九州営業所（現九州駐在）開設
1995年 株式公開

1996年 シンガポール現地法⼈設⽴

1965年 萩原電気株式会社に商号変更
1966年 東京出張所（現東京支店）開設

1998年 三好事業所（現三好物流センター）開設
2006年 アメリカ現地法⼈設⽴

中国（上海）現地法⼈設⽴ 2011年 韓国現地法⼈設⽴
中国（上海保税区）現地法⼈設⽴2012年 ドイツ現地法⼈設⽴

データセンター開設 2014年 東京証券取引所市場第一部に上場
名古屋証券取引所市場第一部に上場
タイ現地法⼈設⽴

1958年 株式会社萩原電気工業社を設⽴

2016年 関⻄支店開設
2018年 萩原電気ホールディングス株式会社へ商号変更し、

持株会社体制へ移⾏
萩原北都テクノ株式会社設⽴

注︓当社は、2018年4月1日付で持株会社体制へ移⾏いたしました。
当ファクトブックにおける18/3月期までの実績は移⾏前の旧萩原電気株式会社の数値を記載しております。

沿革

会社概要

2019年 インド現地法⼈設⽴
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売上高 営業利益率

（百万円）

2022年 東京証券取引所プライム市場に上場
名古屋証券取引所プレミア市場に上場

Hagiwara America, Inc.

Hagiwara Electric Europe GmbH

萩原電気韓国株式会社

萩原貿易（上海）有限公司
萩原電子設備（上海）有限公司

萩原電気ホールディングス㈱
萩原エレクトロニクス㈱
萩原テクノソリューションズ㈱
萩原北都テクノ㈱

＜日本国内＞

Singapore Hagiwara Pte. Ltd.

Hagiwara Electronics
India Private Limited

Hagiwara Electric (Thailand) Co., Ltd.

グループネットワーク

業績の推移
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（百万円） 18/3月期 19/3月期 20/3月期 21/3月期 22/3月期
資産の部
資産合計 57,688 63,179 68,293 73,342 82,482
流動資産 52,860 58,017 62,971 67,753 76,729
現⾦及び預⾦ 6,610 7,508 7,753 9,713 8,506
受取⼿形及び売掛⾦ 30,557 33,007 32,623 38,478 －

受取⼿形 － － － － 279
売掛⾦ － － － － 26,149
契約資産 － － － － 141
電⼦記録債権 1,594 1,629 1,629 1,688 9,471
商品及び製品 12,860 14,170 16,866 16,389 27,641
仕掛品 341 524 349 408 603
原材料及び貯蔵品 276 259 247 240 861
その他 622 921 3,504 836 3,090
貸倒引当⾦ △ 2 △ 3 △ 2 △ 2 △ 17

固定資産 4,828 5,162 5,321 5,588 5,753
有形固定資産 2,629 2,677 2,772 2,750 2,713
建物及び構築物 1,344 1,384 1,429 1,446 1,492
減価償却累計額 △ 874 △ 913 △ 953 △ 993 △ 1,038
建物及び構築物（純額） 469 470 476 452 454

機械装置及び運搬具 52 54 54 46 48
減価償却累計額 △ 39 △ 40 △ 42 △ 36 △ 40
機械装置及び運搬具（純額） 12 13 11 10 7

土地 1,917 1,917 1,917 1,917 1,903
リース資産 131 155 253 321 383
減価償却累計額 △ 60 △ 65 △ 106 △ 169 △ 214
リース資産（純額） 70 90 147 151 169

建設仮勘定 3 7 － － 1
その他 707 774 853 902 918
減価償却累計額 △ 553 △ 596 △ 633 △ 683 △ 741
その他（純額） 154 177 219 219 176

無形固定資産 108 218 199 186 243
投資その他の資産 2,089 2,266 2,349 2,651 2,796
投資有価証券 1,448 1,317 1,250 1,504 1,444
⻑期貸付⾦ － － － － 44
繰延税⾦資産 289 396 468 431 584
退職給付に係る資産 － － － 8 96
その他 352 553 630 705 670
貸倒引当⾦ △ 0 － － △ 0 △ 44

3

連結 貸借対照表

注︓19/3月期より「「税効果会計に係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第28号2018年2月16日）を適用しております。
18/3月期についても、比較のため、遡及適用後の数値を記載しております。
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連結 貸借対照表

（百万円） 18/3月期 19/3月期 20/3月期 21/3月期 22/3月期
負債の部
負債合計 28,808 29,730 33,178 36,289 43,113
流動負債 24,536 25,230 27,462 31,095 36,531
支払⼿形及び買掛⾦ 11,585 11,727 13,738 17,295 17,376
電⼦記録債務 2,914 3,159 2,252 2,663 3,126
短期借⼊⾦ 6,582 5,536 5,148 5,348 10,129
1年内返済予定の⻑期借⼊⾦ 918 925 600 2,700 1,025
リース債務 21 26 62 67 98
未払⾦ － － 3,538 － －

未払法⼈税等 526 1,536 671 604 992
契約負債 － － － － 1,106
役員賞与引当⾦ 48 93 77 75 109
受注損失引当⾦ 11 － － － －

その他 1,927 2,225 1,373 2,340 2,567
固定負債 4,272 4,499 5,715 5,194 6,582
⻑期借⼊⾦ 3,925 4,025 5,175 4,875 6,250
リース債務 44 59 83 86 78
繰延税⾦負債 0 0 0 79 79
退職給付に係る負債 119 224 279 － －

資産除去債務 80 86 97 99 119
その他 102 104 79 53 54

純資産の部
純資産合計 28,880 33,449 35,114 37,052 39,369
株主資本 28,347 31,154 32,959 34,537 36,607
資本⾦ 3,916 4,361 4,361 4,361 4,361
資本剰余⾦ 4,407 4,861 4,867 4,868 4,872
利益剰余⾦ 20,378 22,274 24,063 25,626 27,679
自己株式 △ 354 △ 343 △ 332 △ 319 △ 305

その他の包括利益累計額 528 263 69 410 638
その他有価証券評価差額⾦ 388 296 225 414 325
繰延ヘッジ損益 － － － － △ 3
為替換算調整勘定 239 181 128 103 413
退職給付に係る調整累計額 △ 98 △ 214 △ 284 △ 107 △ 97

新株予約権 3 － － － －

非支配株主持分 － 2,032 2,085 2,103 2,123
負債純資産合計 57,688 63,179 68,293 73,342 82,482
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連結 損益計算書

（百万円） 18/3月期 19/3月期 20/3月期 21/3月期 22/3月期
売上高 112,249 119,021 128,206 127,830 158,427
売上原価 101,365 106,825 115,491 115,941 143,814
売上総利益 10,883 12,196 12,714 11,888 14,612
販売費及び一般管理費 7,251 7,876 8,541 8,420 10,255
営業利益 3,631 4,319 4,173 3,468 4,356
営業外収益 96 82 105 212 114

受取利息 6 9 2 6 15
受取配当⾦ 15 19 18 19 19
受取保険⾦ － － 27 － －

為替差益 － － － 37 38
受取支援⾦収⼊ － － － 28 －

保険解約返戻⾦ 30 0 － － －

投資有価証券評価益 17 24 － 53 －

受取補償⾦ － － － 24 10
その他 26 30 58 42 30

営業外費用 140 126 184 124 135
支払利息 39 43 50 34 36
投資有価証券評価損 － － 18 － －

為替差損 9 27 72 － －

売上債権売却損 49 32 17 24 18
支払⼿数料 23 6 12 53 15
新株発⾏費 10 12 － － －

貸倒引当⾦繰⼊額 － － － － 51
その他 8 4 13 12 13

経常利益 3,587 4,275 4,093 3,556 4,335
特別利益 7 3 1 37 78

固定資産売却益 0 － 0 0 0
投資有価証券売却益 0 3 1 36 77
関係会社清算益 7 － － － －

特別損失 3 22 7 0 10
固定資産処分損 2 1 0 0 9
投資有価証券評価損 － 20 0 － －

投資有価証券売却損 － － 4 － －

投資有価証券清算損 － 0 － － －

会員権売却損 1 － － － －

会員権評価損 － － 2 － －

その他 － － － － 0
税⾦等調整前当期純利益 3,591 4,256 4,087 3,593 4,403
法⼈税、住⺠税及び事業税 1,012 1,445 1,320 1,268 1,562
法⼈税等調整額 37 △ 11 △ 8 △ 43 △ 89
法⼈税等合計 1,050 1,433 1,311 1,225 1,473
当期純利益 2,540 2,823 2,775 2,367 2,930
非支配株主に帰属する当期純利益 － 17 59 53 54
親会社株主に帰属する当期純利益 2,540 2,806 2,716 2,314 2,876
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連結 キャッシュ・フロー計算書

（百万円） 18/3月期 19/3月期 20/3月期 21/3月期 22/3月期
営業活動によるキャッシュ・フロー
営業活動によるキャッシュ・フロー合計 △ 1,829 419 1,092 887 △ 4,905

税⾦等調整前当期純利益 3,591 4,256 4,087 3,593 4,403
減価償却費 172 186 215 247 282
固定資産除売却損益（△は益） 2 1 0 △ 0 8
貸倒引当⾦の増減額（△は減少） △ 2 0 △ 0 0 58
役員賞与引当⾦の増減額（△は減少） △ 3 44 △ 16 △ 1 34
退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △ 56 △ 61 △ 44 △ 25 －

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） － － － － △ 71
受注損失引当⾦の増減額（△は減少） 10 △ 11 － － －

受取利息及び受取配当⾦ △ 22 △ 28 △ 20 △ 26 △ 34
支払利息 39 43 50 34 36
保険解約返戻⾦ △ 30 △ 0 － － －

投資有価証券評価損益（△は益） △ 17 △ 9 18 △ 53 1
投資有価証券売却損益（△は益） △ 0 △ 3 3 △ 36 △ 77
関係会社清算損益（△は益） △ 7 － － － －

会員権売却損益（△は益） 1 － － － －

売上債権の増減額（△は増加） △ 2,222 △ 2,576 315 △ 5,849 4,219
棚卸資産の増減額（△は増加） △ 1,975 △ 1,475 △ 2,509 424 △ 12,067
仕⼊債務の増減額（△は減少） △ 115 386 1,104 3,967 544
その他 △ 65 613 △ 341 21 △ 1,103
小計 △ 703 1,366 2,862 2,294 △ 3,765
利息及び配当⾦の受取額 23 29 21 27 35
利息の支払額 △ 38 △ 42 △ 50 △ 29 △ 41
法⼈税等の支払額 △ 1,110 △ 933 △ 1,740 △ 1,405 △ 1,134

投資活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー合計 125 △ 430 △ 274 △ 69 △ 171

定期預⾦の払戻による収⼊ － 70 － － －

定期預⾦の預⼊による支出 － △ 200 － － －

投資有価証券の取得による支出 △ 25 △ 19 △ 78 △ 11 △ 114
投資有価証券の売却による収⼊ 0 30 21 119 118
投資有価証券の償還による収⼊ 200 0 － － －

有形固定資産の取得による支出 △ 72 △ 157 △ 123 △ 123 △ 87
有形固定資産の売却による収⼊ 0 0 1 10 10
無形固定資産の取得による支出 △ 40 △ 147 △ 42 △ 54 △ 90
保険積⽴⾦の解約による収⼊ 86 2 － － －

その他 △ 22 △ 8 △ 51 △ 10 △ 8
財務活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー合計 2,871 1,037 △ 519 1,165 3,564

短期借⼊⾦の純増減額（△は減少） 2,084 △ 1,046 △ 388 200 4,780
⻑期借⼊れによる収⼊ 1,600 1,100 1,750 2,400 2,400
⻑期借⼊⾦の返済による支出 △ 1,320 △ 993 △ 925 △ 600 △ 2,700
自己株式の取得による支出 △ 0 － － △ 0 △ 0
新株予約権の⾏使による株式の発⾏による収⼊ 1,219 879 － － －

自己株式の売却による収⼊ － 19 16 14 －

配当⾦の支払額 △ 691 △ 907 △ 929 △ 749 △ 796
非支配株主からの払込みによる収⼊ － 2,009 － － －

非支配株主への払戻による支出 － － △ 5 △ 34 △ 34
その他 △ 21 △ 24 △ 37 △ 65 △ 84

現⾦及び現⾦同等物に係る換算差額 △ 2 △ 57 △ 52 △ 23 304
現⾦及び現⾦同等物の増減額（△は減少） 1,164 968 245 1,960 △ 1,207
現⾦及び現⾦同等物の期⾸残高 5,375 6,540 7,508 7,753 9,713
現⾦及び現⾦同等物の期末残高 6,540 7,508 7,753 9,713 8,506
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セグメント別、主要ユーザー別売上高

注︓株式会社デンソー等の海外⼦会社に対する売上高は、その他に含まれております。

注︓2019年3月期より、セグメント利益の算定⽅法を変更しております。
これに伴い当社（持株会社）に係る全社費用及び収益を、各セグメントに配賦しております。

セグメント別業績
（百万円） 18/3月期 19/3月期 20/3月期 21/3月期 22/3月期
売上高 112,249 119,021 128,206 127,830 158,427

デバイス事業 91,971 95,692 103,700 105,905 134,661

ソリューション事業 20,278 23,328 24,505 21,924 23,766

セグメント利益 3,631 4,319 4,173 3,468 4,356
デバイス事業 4,061 2,870 2,674 2,164 2,663
ソリューション事業 1,242 1,449 1,498 1,303 1,692
調整額 △ 1,672 － － － －

主要ユーザー別売上高
（百万円） 18/3月期 19/3月期 20/3月期 21/3月期 22/3月期
売上高 112,249 119,021 128,206 127,830 158,427

株式会社デンソー 63,388 66,954 70,427 74,422 80,073

トヨタ自動⾞株式会社 9,020 9,329 9,703 4,902 3,492

株式会社東海理化電機製作所 4,940 4,502 4,533 4,057 4,383

その他 34,899 38,235 43,541 44,447 70,479
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連結 収益性指標

売上高総利益率＝売上総利益÷売上高
売上高営業利益率＝営業利益÷売上高
売上高経常利益率＝経常利益÷売上高
売上高当期純利益率＝親会社株主に帰属する当期純利益÷売上高
総資産経常利益率（ROA）＝経常利益÷総資産（期中平均）
自己資本当期純利益率（ROE）＝親会社株主に帰属する当期純利益÷自己資本（期中平均）
純資産配当率（DOE）＝配当⾦総額÷純資産（期中平均）
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自己資本当期純利益率（ROE)

（%） 18/3月期 19/3月期 20/3月期 21/3月期 22/3月期
売上総利益率 9.7 10.2 9.9 9.3 9.2
売上高営業利益率 3.2 3.6 3.3 2.7 2.8
売上高経常利益率 3.2 3.6 3.2 2.8 2.7
売上高当期純利益率 2.3 2.4 2.1 1.8 1.8
総資産経常利益率（ROA） 6.5 7.1 6.2 5.0 5.6
自己資本当期純利益率（ROE） 9.3 9.3 8.4 6.8 8.0
純資産配当率（DOE） 2.9 3.0 2.9 2.1 2.5
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連結 収益性・効率性指標

総資産回転率＝売上高÷総資産（期中平均）
自己資本回転率＝売上高÷自己資本（期中平均）
有形固定資産回転率＝売上高÷有形固定資産（期中平均）
インタレスト・カバレッジ・レシオ＝（営業利益＋受取利息＋受取配当⾦）÷支払利息
1⼈当たり売上高＝売上高÷（期末従業員数+期末臨時従業員数）
1⼈当たり経常利益＝経常利益÷（期末従業員数+期末臨時従業員数）
1⼈当たり当期純利益＝親会社株主に帰属する当期純利益÷（期末従業員数+期末臨時従業員数）

18/3月期 19/3月期 20/3月期 21/3月期 22/3月期
総資産回転率 （回） 2.0 2.0 2.0 1.8 2.0

自己資本回転率 （回） 4.1 3.9 4.0 3.8 4.4

有形固定資産回転率 （回） 42.6 44.9 47.1 46.3 58.0

インタレスト・カバレッジ・レシオ （倍） 93.2 100.9 83.5 102.4 119.7

18/3月期 19/3月期 20/3月期 21/3月期 22/3月期
期末従業員数 （⼈） 523 544 585 594 609

期末臨時従業員数 （⼈） 47 51 59 78 85

１⼈当たり売上高 （万円） 19,693 20,004 19,908 19,022 22,828

１⼈当たり経常利益 （万円） 629 719 636 529 625

１⼈当たり当期純利益 （万円） 446 472 422 344 414
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連結 効率性・安全性指標

自己資本比率＝自己資本÷総資産
有利⼦負債依存度＝有利⼦負債÷総資産
当座比率＝当座資産÷流動負債
流動比率＝流動資産÷流動負債
固定比率＝固定資産÷自己資本
固定⻑期適合率＝固定資産÷（自己資本+固定負債）

（%） 18/3月期 19/3月期 20/3月期 21/3月期 22/3月期
自己資本比率 50.1 49.7 48.4 47.7 45.2
有利⼦負債依存度 19.8 16.6 16.0 17.6 21.1

当座比率 158.0 167.0 153.0 160.4 121.6

流動比率 215.4 229.9 229.3 217.9 210.0

固定比率 16.7 16.4 16.1 16.0 15.4
固定⻑期適合率 14.6 14.4 13.7 13.9 13.1
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株式情報

注︓2018年3月期下期に新株予約権を発⾏しております。
配当性向＝1株当たり配当⾦÷1株当たり当期純利益
株価収益率（PER）＝期末株価÷1株当たり当期純利益

株価純資産倍率（PBR）＝期末株価÷1株当たり純資産

１株当たり指標

その他指標

（円） 18/3月期 19/3月期 20/3月期 21/3月期 22/3月期
期末株価 3,225 3,080 2,197 2,629 2,020
株価レンジ（直近12ヶ月の引値ベース） 2,092-3,990 2,589-3,405 1,934-3,135 1,860-2,830 1,903-2,686
１株当たり当期純利益 310.45 319.72 307.45 261.82 325.07
１株当たり純資産 3,393.75 3,557.48 3,737.88 3,951.86 4,208.13
１株当たり配当⾦ 95.00 105.00 105.00 80.00 100.00

18/3月期 19/3月期 20/3月期 21/3月期 22/3月期
配当⾦総額 （百万円） 792 927 927 707 885
配当性向 （％） 30.6 32.8 34.2 30.6 30.8
株価収益率（PER） （倍） 10.39 9.63 7.15 10.04 6.21
株価純資産倍率（PBR） （倍） 0.95 0.87 0.59 0.67 0.48

期中平均株式数 （千株） 8,184 8,777 8,834 8,841 8,848
株主数 （⼈） 2,864 2,753 3,143 2,862 3,078
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大株主の状況

12

株式情報

2022年3月31日現在

注︓所有株式の割合（％）は、自己株式（167,113株）を控除して計算しております。

所有者別株式保有の状況

株価及び出来高の推移

上位10名 所有株式数(株) 所有株式の割合(％)
日本マスタートラスト信託銀⾏株式会社（信託⼝） 955,400 10.79
株式会社日本カストディ銀⾏（信託⼝） 571,500 6.46
有限会社スタニイ 495,250 5.60
BBH FOR FIDELITY PURITAN TR: FIDELITY SR INTRINSIC OPPORTUNITIES FUND 350,000 3.95
萩原智昭 338,746 3.83
株式会社三菱ＵＦＪ銀⾏ 232,500 2.63
名古屋中小企業投資育成株式会社 230,000 2.60
公益財団法⼈萩原学術振興財団 230,000 2.60
萩原電気従業員持株会 194,288 2.20
三井住友信託銀⾏株式会社 178,000 2.01
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経営ビジョン

先進エレクトロニクスで未来を創造するソリューションデザインカンパニー

私たちの企業活動のベースにあるのは、「つねにお客さまの視点に
⽴つ」というスタンス。お客さまのニーズに応えるだけでなく、商
社の情報⼒を活かし、お客さまの期待を超える提案を⾏い、確かな
技術⼒とノウハウを駆使して、ベストソリューションを提供してき
ました。
萩原電気グループは一丸となって、技術系商社としての役割・使命

を果たし、豊かな社会の発展に貢献していくために、デバイス事業、
ソリューション事業および海外展開を技術基盤が支え、各事業はも
とより、事業の垣根を越えたソリューションを創出することで、新
たな付加価値を⽣み出し、あらゆる領域へと活躍の舞台を広げてい
きます。

デバイス事業 先進技術で豊かな暮らしを支える

先端エレクトロニクス技術と物流のサ－ビスで
お客様と共に進化する
デジタル革命はついにクルマの形を変え始めました。
私たちは⻑年の自動⾞産業の経験を礎に新しいサービスの提供を通じ
てお客様の課題解決に貢献します。

ソリューション事業 デジタル社会の未来を支える

データとテクノロジーにより変革するデジタル社会へ
DXで未来の可能性を広げる
製造現場で培ってきた計測やIT技術を融合・発展させることでつなが
る社会を実現し、デジタル社会の未来を支えるDXの実現に向けてソ
リューションを提供します。

海外展開 お客さまのグローバル化を支える

グローバルでの価値提供
〜お客様の海外現地事業拡大、ローカル企業の発展に貢献〜
モノづくりのグローバル化を支えるため、萩原電気グループでは積極
的な海外展開を推進しています。現在、日本を起点に北⽶・欧州・ア
ジアの世界４極でのネットワークを構築。現地拠点を中心にグループ
のノウハウや資源を活用し、日本国内と同様、お客さまの海外現地⽣
産を支えています。

技術基盤 萩原電気のテクノロジーを支える

技術のチカラで社会に新しい価値を創造する

独自の要素技術の開発から応用技術、先端技術まで。新しい技術に挑
戦し、新たな可能性と多様な機能を追求していきます。増え続けるさ
まざまな業種の市場に応えるとともに、萩原電気グループの事業を支
える「技術⼒」は社会のさまざまな分野で新しい価値を創造します。

『モビリティ社会』の未来と、『製造業のものづくり』の未来に対して、デジタルトランスフォーメーションで
新しい価値をデザインし、持続可能な社会に貢献する企業グループを目指します。
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事業紹介

デバイス事業

先端エレクトロニクス技術と物流のサ－ビスで
お客様と共に進化する
デジタル革命はついにクルマの形を変え始めました。
私たちは⻑年の自動⾞産業の経験を礎に
新しいサービスの提供を通じてお客様の課題解決に貢献します。

最先端のデバイスソリューションで、従来の概念を超えた未来のクルマ社会に貢献

クルマの先端性を支える

産業分野から進化を支える

半導体・電子部品
クルマの安全で快適な走りを支え、利便性を追求する多彩な電⼦デバイスを取り扱います。
最先端技術を⼿掛けるスペシャリストによる、カスタム製品やオリジナル製品の開発も可能で
す。

半導体・電子部品
自動⾞の製造など⽣産現場のオートメーション化だけでなく日常⽣活においても自動・電動化
が加速。それらを支える電⼦デバイスを多彩に取りそろえ、さまざまな分野のニーズにスピー
ディーに対応します。

組込ソフト開発
急速なカーエレクトロニクス化に伴い、より高性能なマイコンが必要となってきています。
マイコンの性能・品質を向上させるソフトウェアの開発も⼿掛けています。

1. クルマの萩原

中部圏を中⼼とした⾃動⾞業界で豊富な実績
萩原電気グループが拠点を構える名古屋は、世界トップクラスの自動
⾞メーカーや自動⾞部品メーカーが⽴地する環境です。創業以来、こ
の中部圏に根づいたビジネスを展開するとともに、自動⾞業界との確
かな関係性を構築。⻑年培ってきた信頼関係を活かし、最新の情報や
業界の動向、さらにはクルマの未来を創造する最先端の技術などを蓄
積しています。

3. 技術⼒の萩原

ハード・ソフトウェア開発、EMS・ODMへの取り組み
複数の機能を集積したLSIなどの半導体が主流となってきた近年、機
能開発⾯でのサポートにも萩原電気グループの技術⼒が活かされてい
ます。また、汎用品にプラスアルファの機能を搭載することで、お客
さまのニーズに適うオリジナル製品の製造も可能。EMS・ODMにも
高い実績があり、ハードウェアの性能を引き出すためのソフトウェア
開発も⼿掛けています。

2. 解決⼒の萩原

世界的大⼿や成⻑メーカーとの多彩なパートナーシップ
お客さまの抱える課題を最適なデバイスソリューションで解決すべく、
多彩なパートナーシップを展開しています。お付き合いの⻑い世界的
ブランドを中心に、次世代を担うメーカーとも新たに提携を進め、よ
り多くの商材や最先端技術を集約。それらをコーディネート＆ベスト
チョイスすることで、高い解決⼒を実現しています。

4. 社会に広がる萩原

産業・ロボット・住宅設備・介護分野など幅広い領域
FA（ファクトリーオートメーション）化が加速する製造現場はもち
ろん、住宅設備や介護分野にも萩原電気グループのデバイスソリュー
ションが活かされています。私たちの⽣活をより便利にしてくれる自
動化や電動化を、最先端の電⼦部品商材と提案⼒で支えています。

事業領域

デバイス事業の特⻑
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事業紹介

デバイス事業

⾞載デバイス
豊富な商材と優れた技術でクルマの先端技術を支える、
萩原の半導体・電子部品供給ビシネス

クルマには走る・曲がる・止まるという基
本的な性能の他に、アイドリングストップ
などのエンジン制御やオートマチック、パ
ワーウィンドウなど様々な電⼦制御の機能
が搭載されています。また、ハイブリッド
やEV、⾞線維持支援システムなどの先進
技術の発展とクルマの性能向上には、電⼦
制御するコンピュータ技術の進化が欠かせ
ません。その電⼦制御機器に搭載される半
導体や様々な電⼦部品を⾞載デバイスとい
います。

組込ソフト開発
⾞載デバイス・情報機器の性能を向上させ
EV・ADAS（先進運転支援システム）の発展に貢献する
ソフトウェア開発技術

EVや自動運転などのADAS（先進運転支援
システム）の進化に伴い、クルマの制御シ
ステムのコンピュータ化が加速しています。
また、一つのマイコンで複数の制御機能が
求められている中、高度な機能を付加する
ことができる萩原電気グループのソフト
ウェア開発の技術が重視されています。

産業・社会インフラデバイス
広がるニーズをいち早くキャッチ。
豊富な半導体・電子部品アイテムと技術の⼒で、
製造現場や⽣活をもっと便利に

産業ロボットや製造現場をはじめ、私たち
の⽣活の中でも、ますます電動化が進み、
便利な時代になっています。自動化や電動
化で重要な役割を果たすのが、電⼦デバイ
ス。萩原電気グループは産業分野から⽣活
空間など広く社会に使用される産業・社会
インフラデバイスの実績も豊富です。⻑年
培ってきた実績と技術⼒を駆使したスピー
ド対応で、様々な分野のニーズに応えてい
きます。

取り扱い製品

マイクロコンピュータ SoC パワー半導体 アルミニウム電解コンデンサ 液晶ディスプレイモジュール



Copyright (c) HAGIWARA ELECTRIC HOLDINGS CO., LTD. All Rights Reserved. 16

事業紹介

ソリューション事業

データとテクノロジーにより変革するデジタル社会へ
DXで未来の可能性を広げる
製造現場で培ってきた計測やIT技術を融合・発展させることで、
つながる社会を実現し、デジタル社会の未来を支えるDXの実現に向けて
ソリューションを提供します。

1. 商社機能とメーカー機能

多彩なメーカーとのパートナーシップと⾃社のメーカー機能
⻑年お付き合いのある⼤⼿メーカーはもちろん、海外の有⼒メーカー
とも積極的に連携。最先端の技術や豊富な商材から、お客さまのベス
トバイを実現します。また、自社でメーカー事業を展開し、オリジナ
ル製品を開発・⽣産。高い品質と、きめ細かな対応で課題を解決いた
します。

3. 先⾒性と先⼿

常に新しいもの・トレンドを⼿掛けてきた技術⼒
PC・サーバの販売からネットワーク、ITプラットフォーム構築への
広がりをはじめ、モデルベース開発に対応する計測ソリューションな
ど、常に最先端の技術やトレンド技術を取り⼊れてきました。確かで
豊富な技術リソースを活かし、これからも次世代を担う技術に挑戦し
続けます。

2. 産業分野で実績
⾃動⾞業界など中部圏を中⼼とした⽣産現場で豊富な実績

世界トップクラスの自動⾞メーカーや自動⾞部品メーカーが⽣産拠点
を置き、工作機械など⽣産設備に関わる企業も多数、事業を展開して
いる中部圏。その中心、名古屋に本社を置く萩原電気グループは、⽣
産現場に関わるビジネス実績が豊富です。その実績を礎に、ITやセ
キュリティなどさまざまな分野を支える、領域に捉われない幅広いソ
リューションを⼿掛けています。

4. DXを推進し新たな価値創造
データを活用したDXファクトリー統合サービス市場で
新たな価値を提供
IT・組込機器・計測などFA（ファクトリーオートメーション）の実
績を活かし、さまざまな機械やモノからデータを取り込むことが可能
です。集積したデータを有意義な情報に処理し、DXを推進すること
で新たな価値創造をおこないます。

ソリューション事業の特⻑

あらゆる領域に対応するソリューション

事業領域

・工場
・社会インフラ
・ITインフラ
・医療・健康

プ ロ ダ ク ト ソ リ ュ ー シ ョ ン

組込プラットフォーム

組込機器

⾃社製品

I T ソ リ ュ ー シ ョ ン

DX

セキュリティ

データセンター

クラウド

ITプラットフォーム

オリジナルパッケージ

計 測 ・ F A ソ リ ュ ー シ ョ ン

計測ソリューション

FAソリューション
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事業紹介

プロダクトソリューション

ソリューション事業

ITソリューション

DX
製造現場におけるスマート化、可視化を⾏い、⽣産性の向上を実現するソリュー
ションを提供いたします。

セキュリティ
最適なセキュリティソリューションのご提案により、サー
ビス・ハードウェア・ソフトウェアを融合させ、お客さま
の情報セキュリティ対策強化を実現いたします。

ものづくりDXソリューション紹介
萩原テクノソリューションズは、デジタル技術を活用し、お客様の工場における
DXをサポートいたします。

Product IoT Monitor

解析結果⾒える化 工場設備⾒える化

Industry IoT Monitor

工場ライン⾒える化

In-Line IoT Monitor

情報セキュリティ プラットフォームセキュリティ

エンドポイントセキュリティ 工場セキュリティ

⾃社製品
産業機械ロボットや自動機械などに組込まれる高品質・高耐久性に優れた産業用
コンピュータや情報プロダクツを自社で開発・⽣産。販売・サービスまで一貫し
て愛知の自社工場からご提供。安心と信頼の⻑期安定供給で、さまざまな分野の
お客さまに40万台以上の納⼊実績があります。

組込プラットフォーム
お客さまが構築される⽣産システムやビルセキュリティシ
ステム等の情報プラットフォームにおいて安定稼動を実現
させるべく、自社での高度なプラットフォーム構築技術や
協業するパートナーとのスキームによるネットワーク構
築・保守サポートにて、堅牢性の高いシステム作りをご提
案いたします。24時間365日連続稼動のシステム構築や、
海外でのシステム構築も支援いたします。

ボードコンピュータ 組込コントローラ パネルコンピュータ IoT製品

計測・FAソリューション

計測ソリューション
⻑年、産業用コンピュータを開発・製造してきた
ノウハウと、ナショナルインスツルメンツ(NI)製
品をベースにした、試作評価、耐久試験、⽣産ラ
インにおける品質検査のカスタム検査ベンチをご
提案します。

FAソリューション
半導体、各種センサー製造における微細加工用レーザー装
置を取り扱っています。⽣産ライン向けにはハンドラー機
構を含め、TOWAレーザーフロントとの連携による保守対
応が可能です。

EMC試験
自動⾞電装品における、電磁両⽴性を
試験・評価するための試験システムお
よび試験環境をご提案します。

無線機評価
無線機器のアンテナ指向性や輻射電界
強度等の測定環境・設備をご提案しま
す。

特殊計測
国内外を問わず最先端の計測機器を提
案します。（例︓リアルタイム性と
ローコストを実現した３次元モーショ
ンキャプチャ、ＰＣボード計測技術に
よる周辺機器の制御と周辺環境データ
の統合計測システム、ＭＢＤに必要な
開発ツール、シミュレータ）
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事業紹介

海外展開

グローバルでの価値提供
〜お客様の海外現地事業拡大、ローカル企業の発展に貢献〜
モノづくりのグローバル化を支えるため、萩原電気グループでは積極的な海外展開を推進しています。
現在、日本を起点に北⽶・欧州・アジアの世界４極でのネットワークを構築。
現地拠点を中心にグループのノウハウや資源を活用し、日本国内と同様、お客さまの海外現地⽣産を支えています。
技術者の常駐化をはじめ、現地での開発支援体制の強化を図っており、新規商材、新ビジネスを取り込みながら、
お客さまとともにグローバルマーケットの創出、拡⼤に貢献いたします。

海外ビジネスの取り組み
■日系企業のグローバルニーズに対応
■現地ニーズに応じた最適なソリューション提案

■海外ビジネスパートナーの拡大
■ビジネスの現地化

■開発・設計の強化
■新たなマーケットの創出

技術基盤

技術のチカラで
社会に新しい価値を創造する
独自の要素技術の開発から応用技術、先端技術まで。
新しい技術に挑戦し、新たな可能性と多様な機能を追求していきます。
増え続けるさまざまな業種の市場に応えるとともに、萩原電気グループの事業を支える「技術⼒」は社会のさまざまな分野で
新しい価値を創造します。

萩原電気の強み

萩原電気グループの強みは、お客さまの課題や困りごとを解決へと導く技術⼒にあります。その
保有技術を⼤きく分けると「支援技術」、「開発技術」、そしてそれらの源泉となる「要素技術
と経験」です。エレクトロニクス製品の高度化・複雑化が加速する中、取り扱い製品はもちろん、
お客さまの事業分野での高い専門知識を活かした、技術⾯でトータル的にサポートできる⼒が、
求められています。私たちは築きあげてきた実績や豊富な経験をもとに、お客さまと仕⼊先との
橋渡しの役割を担っていきます。お客さまの製品プロセスを支え、ビジネスを成功へと導いてい
く。その解決⼒こそ、萩原電気グループの技術⼒であり、グループ全体の横断的な基盤として、
さらに強化させていきます。

保有技術

支援技術の⼀例

開発技術の⼀例

■仕⼊先メーカーの新製品のご紹介
■製品の最新情報や技術トレンドのご提供
■新製品の評価、部品の比較評価のご支援

部品選定の支援 お客さまの開発支援 不具合解析支援

組込システムの受託開発 ITソリューションに
関連した受託開発

⾃動運転をはじめとする
評価環境構築や要素開発受託

■組込システムの先⾏開発のご支援
■組込SWやHWの量産開発のご支援
■IT等のシステム構築支援（SIer）
■開発・評価のできる協⼒会社のご紹介

■不具合の仕分け、再現試験や解析のご協⼒
■仕⼊先メーカーとの連携による不具合解析のフォロー

■組込ソフトウェア開発や評価
■組込システムのハードウェア開発
■システムLSI、ICの回路設計や評価

■IoT関連のシステム開発
■⽣産管理等のシステム開発
■各種FAや計測システムの構築

■走⾏映像の取得やデータへのタグ付け
■電⼦ミラーや周辺監視への応用ができる画像処理
■新しいアルゴリズムの組込システム実装
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サステナビリティ

先進エレクトロニクスで未来を創造するソリューションデザインカンパニーとして、
SDGs（持続可能な開発目標）の達成と社会的課題の解決を通じ、
持続可能な未来の実現に挑戦し続けます

持続可能性の向上に対する企業の取り組みに期待と注目が集ま
り、企業の社会への適応⼒がますます求められています。
萩原電気グループは「創造と挑戦」という理念のもと、中⻑期
視点での事業活動の推進と社会適応⼒の向上によるサステナビ
リティ経営を推進していきます。
SDGsやESG（環境・社会・ガバナンス）の意識を高めながら、
新たな価値の創造に努め、優れた商品・製品やサービスを社会
に提供し、企業成⻑の実現と社会の持続的成⻑に貢献し、社会
から必要とされる存在であるよう努めています。

萩原電気グループは、マテリアリティ（重要課題）への取り組みを通じたSDGsの達成への貢献を目指してまいります。

新たな価値への「挑戦と創造」を、
「社会・地球の持続的な発展」の原動⼒に

マテリアリティ 主要テーマ SDGs

技術革新への対応による
顧客価値向上

・安心・安全・快適な自動⾞社会の実現への貢献
・先端IT技術による顧客環境の⽣産性や安全性向上の実現に貢献
・事業基盤やパートナーシップを活かした新規領域や新事業への

チャレンジ

ガバナンスと
組織基盤強化

・資本政策･財務戦略の強化
・IR活動充実（＝ステークホルダーエンゲージメント推進）
・コーポレートガバナンスの強化
・環境経営の促進

人材の活躍推進と育成 ・従業員エンゲージメント向上の推進

社会貢献活動の推進 ・社会貢献の施策拡⼤と活動活性化

サステナビリティ方針
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会社概要（国内事業会社）

商号

所在地

代表者

設⽴年月日

資本⾦

事業内容

萩原テクノソリューションズ株式会社
HAGIWARA TECHNO SOLUTIONS CO., LTD.

名古屋市東区泉二丁目28番23号 高岳KANAMEビル

代表取締役社⻑ ⿅島 千寿

2017年5月1日（2018年4月1日営業開始）

3億1千万円

電⼦機器の販売及びFA機器の製造販売

萩原テクノソリューションズ株式会社

萩原エレクトロニクス株式会社

商号

所在地

代表者

設⽴年月日

資本⾦

事業内容

萩原エレクトロニクス株式会社
HAGIWARA ELECTRONICS CO., LTD.

名古屋市東区東桜二丁目2番1号 高岳パークビル

代表取締役社⻑ 副島 剛

2017年5月1日（2018年4月1日営業開始）

13億1千万円

集積回路・半導体・一般電⼦部品の販売

萩原北都テクノ株式会社

商号

所在地

代表者

設⽴年月日

資本⾦

事業内容

萩原北都テクノ株式会社
HAGIWARA HOKUTO TECHNO CO., LTD.

名古屋市東区東桜二丁目2番1号 高岳パークビル

代表取締役社⻑ 重信 功徳

2018年4月2日

4,500万円

⾞載関連のソフトウェア検証・開発に関する
受託・サービス事業

出資比率 萩原エレクトロニクス株式会社 66.56%
北都システム株式会社 33.44%



IRお問い合わせ
萩原電気ホールディングス株式会社
コーポレートコミュニケーション室
TEL: 052-931-3553
FAX: 052-935-7610
E-mail: ir@hagiwara.co.jp
https://www.hagiwara.co.jp/


